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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

2009.12◎曽木発電所建築 100 年の歴史



１ ２ ３

　曽木の滝の 1.5 キロメートル下流にある曽木発電所遺構は、日窒コンツェルンの創始者で、我が国の
代表的経済人である野口遵（ノグチ・シタガウ）氏により、明治 42年（1909）に建設された水力発電
所である。中世のヨーロッパを思わせるレンガ造りで、現在でも発電所やヘッドタンクの一部や曽木の
滝公園内に水路やトンネルが残り、スケールの大きさを物語っている。
　昭和 40 年に鶴田ダムの完成とともに水没することになり、例年は渇水期の５～９月頃に姿をあらわ
し、その時期以外は大鶴湖の湖底に沈むが、今年は少雨のためダムの水位が上がらず 12 月現在でもそ
の雄姿を見せている。

　建築 100 年に際し 21 日にライトアップ点灯式
が行われました。発電所遺構が大鶴湖に沈んでい
れば、水中ライトアップを実施する予定だったの
が、渇水のため発電所遺構が見えている状況で今
回は、サーチライトでのライトアップとなりまし
た。次回の水中ライトアップが待ち遠しいです。
　また、NPO 法人バイオマスあったらし会で、
22 日の曽木発電所遺構 100 周年のシンポジウム
開催と 21 日から 23 日までの３日間ボートでの
発電所遺構見学が行われました。
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▼

明治 39 年１月
　曽木電気株式会社設立
　第一発電所 800kw × 2 基のうち、第 1 期計画
　800kw １基着工 

明治 40 年 10 月
　第一発電所 第 1 期計画 800kw １基完成 

明治 41 年 11 月　
　第二発電所 1,590kw × 4 基のうち、1 基着工

明治 42 年９月　
　第二発電所 1,590kw １基完成 
　第一発電所 洪水により全壊、廃止

明治 43 年 10 月
　第二発電所 1,590kw ×４基完成 

昭和 40 年
　第二発電所 廃止

昭和 41 年
　大鶴湖へ水没

曽木発電所遺構

曽木発電所建築 100 年の歴史
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行政からのお知らせ
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不動産公売のお知らせ 人権擁護委員委嘱

第２回　伊佐市ふれあい駅伝競走大会

　広報いさ 11 月１日号に掲載し、見積価額未掲載でありまし
た次の物件について再度お知らせします。
＜公売公告第 5 号＞
売却区分１　土地　所在：伊佐市菱刈重留薬師原 1436 番 5
　　　　　　　　　　　　他２筆　　　　　　　　　
　　　　　　　　　地目：畑　地籍：750.00 ㎡
　　　　　　　　　見積価額：2,295,000 円　
　　　　　　　　　公売保証金：230,000 円
公売日時　平成 22 年１月 28 日（木）　10 時
公売場所　伊佐市役所大口庁舎２階大会議室
※入札参加要件：登記地目が農地につき、農業委員会発行の農
　　　　　　　　地の買受適格証明書が必要です。
　申請から証明書発行まで約 2 か月かかる場合もありますの
で、早めに手続きください。買受希望等詳細は、担当課まで問
い合わせください。
問い合わせ先　市滞納対策課滞納整理係　　　　　　　　　　

　　☎�１３１１○内　　１２０２・１２０３

　10 月１日付けで、向江知恵子
さん（永池）が、法務大臣より人
権擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、人権思想の普
及高揚に努め、また地域住民の人
権が侵されないように絶えず監視
し、もしこれが犯された場合には、
その救済のために適切な対策を講
じて救援を図ります。お気軽にご
相談ください。

　伊佐市民の皆さまのふれあいの場となるよう、校区対抗駅伝競走大会を次のとおり開催します。
　市民の皆さまの温かいご声援をよろしくお願いします。
日　　時　12 月６日（日）（雨天決行）
　　　　　開会式：９時～　スタート：10 時
場　　所　開会式：伊佐市菱刈トレーニングセンター
　　　　　コース：伊佐市菱刈農村環境改善センター前～伊佐市陸上競技場　

伊佐市ふれあい駅伝競走大会コース表（総距離／ 24. １Km）

問い合わせ先　市教育委員会市民スポーツ課市民スポーツ係　　　　　　　      ☎�１３１１○内　　２２１２

区間 先頭通過
予定時間 区分 距離

（Km） コース（詳細）

1 10:02 小学生低学年 0.8 　農村環境改善センター付近～菱刈前目 24 号線点滅信号付近
2 10:12 フリー 3.0 　菱刈前目 24 号線点滅信号付近～県道 48 号出水菱刈線下手仲間電柱
3 10:20 中学生 2.3 　県道 48 号出水菱刈線下手仲間電柱～菱刈須川田子山線森下さん宅前
4 10:28 フリー 2.4 　菱刈須川田子山線森下さん宅前～ルミエール忠元手前
5 10:31 小学生 1.1 　ルミエール忠元手前～忠元自治会公民館看板付近
6 10:36 30 歳代 1.8 　忠元自治会公民館看板付近～木ノ氏バイパス交差点付近
7 10:47 フリー 3.4 　木ノ氏バイパス交差点付近～こっがら団地公民館前
8 10:51 女子フリー 1.0 　こっがら団地公民館前～大雄陸運手前
9 10:55 40 歳以上 1.4 　大雄陸運手前～三浦商会前農道入り口記念碑付近
10 10:58 小学生女子 1.1 　三浦商会前農道入り口記念碑付近～梶木橋手前田の神像前
11 11:03 中学生 1.6 　梶木橋手前田の神像前～平出水・志戸さん宅先
12 11:08 フリー 1.5 　平出水・志戸さん宅先～園田・清水さん宅前
13 11:17 青年 2.7 　園田・清水さん宅前～伊佐市陸上競技場
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第 48 回曽木の滝公園

見事な秋の装い

もみじ祭り
　11 月 22 日・23 日、曽木の滝公園で第 48 回もみじ
祭りが開催されました。

　さわやかな秋晴れとなった本祭りでは、きれいに色付い
たもみじや銀杏を楽しもうと大勢の観光客が市内外から訪れ、
見事に秋の装いとなった曽木の滝の風景を思い思いに楽しん
でいました。ステージでは、太鼓や棒踊り、吹奏楽の演奏に
続いて、青空風音さん・福井静さんのコンサート、最後は榎
木孝明さんの出演など盛りだくさんの内容で、“かごっま弁”
の名司会者の進行もあいまって会場は大いに盛り上がりまし
た。
　また、夜に行なわれた花火の打ち上げでは、ライト
アップされた曽木の滝に打ちあがる花火が幻想的な
夜景を映し出し、見る人を魅了していました。
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２００９ 伊佐
ふるさとまつり

　11 月 14 日 ･15 日、菱刈農村公園で伊佐市誕生１周年２００９
伊佐ふるさとまつりが行なわれました。
　70 以上の出店が立ち並んだ会場では、伊佐の新米や採れたて
の野菜、焼き鳥、鮮魚、乾物、農産加工品などの販売が行なわれ、
試食をしたりお土産を買う大勢の人たちで賑わいました。
　野外音楽堂ステージでは吹奏楽演奏やマーチング、ＪＡ女性部
の踊りなどがあり、観客からは大きな拍手が送られていました。
また 14 日は“むっちゃん”によるＭＢＣラジオ公開録音も行な
われ、隈元市長とむっちゃんの軽快なトークで伊佐市をＰＲしま
した。
　会場内ではスポーツ大会も同時開催され、県内各地から集った
選手たちはそれぞれの種目で白熱した試合を繰り広げていました。

　
10
月
31
日
・
11
月
１
日
、
第
１
回
伊
佐
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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２
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。
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日
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が
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ば
っ
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張
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た
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表
で
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話
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し
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。

　
展
示
部
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伊
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体
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生
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花
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陶
芸
な
ど
９
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会
場
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
時
折
足
を
止
め
、
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

茶
道
の
御お

て

ま

え

点
前
も
行
な
わ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
１
回
伊
佐
文
化
祭
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青少年健全育成大会開催黒豚まつり

　10 月 17 日、「第１回伊佐市青少年健全育
成大会」が伊佐市文化会館で行われ 46 団体
約５００人が参加しました。
　大口南中学校六龍太鼓の勇壮な演奏で始ま
り、活動発表として“大口スイムラン”“レ
インボーキッズいさ”など４団体の発表があ
りました。講演では出口泉先生（フットボー
ルクラブアサヒナ理事長）が、「スポーツを
生かした地域活性化振興」と題して現在なで
しこリーグ２部の“ジュブリーレ鹿児島”の
話を織り交ぜながら子どもたちに「夢を持っ
て勉強やスポーツに取り組んでください」と
話されました。

　11 月 23 日、菱刈川北の湯之尾神社で「湯之尾神舞」
の奉納が行なわれました。これは五穀豊穣・無病息災を
祈って毎年豊祭の夜に奉納されるもので、県の無形民俗
文化財に指定されています。
　湯之尾神社には、神舞を見ようと多くの人がつめかけ
ました。厳かな雰囲気の中で始まった神舞では、高校生
の 40 分にわたる舞や子どもたちのかわいらしい舞に続
いて、面と衣装を身にまとった“神”が登場し、笛や太
鼓に合わせて口上を述べながら舞を奉納しました。観客
は、大きな拍手や声援を送って神舞を盛り上げていまし
た。

　11 月８日、羽月西校区コミュニティ協議
会の主催で第２回黒豚まつりが開催されまし
た。
　この黒豚まつりは、地元の養豚農家の協力
により昨年から行なわれているもので、今
年も約８５０人のお客さんで賑わいました。
３００人分の黒豚販売に加え、黒豚餃子１，
５００個、黒豚を使った豚汁５００食がわず
か２時間で完売しました。
　羽月西校区コミュニティ協議会の長船会長
は、「遠くは鹿児島市内からも多く来ていた
だいた。校区の活性化につながりとても嬉し
い」と話していました。

『宝くじ助成金』で会議用テーブル・折椅子を購入

　各種イベント開催時に活用するため会議用テーブル
90 脚、折椅子 240 脚、折椅子用台車８台を購入しました。
地域コミュニティ組織や市で開催するイベント時に活用
いたします。
※この事業は、宝くじの普及広報事業費により整備した
　ものです。

湯之尾神舞奉納
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ま ち
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環境保全協会ボランティア

楽しくスイングアルミ缶回収優秀校表彰

　11 月９日、曽木小学校で、「アルミ缶回収
優秀校」の表彰式がありました。
　これは、毎週金曜日をボランティアの日と
し登校するとき持って来たアルミ缶を“環境
委員会”が、分別して市内の業者に引き取っ
てもらう活動に対して、“アルミ缶リサイク
ル協会（東京都）”から学校表彰を受けたも
のです。鹿児島県では曽木小学校１校だけの
表彰でした。
　表彰に対し環境委員の６年生梨木祐実さん
が、「これからもリサイクルを続けます」と
お礼の言葉を言いました。

　10 月 14 日、県環境保全協会大口伊佐支部
(22 業者）で大口ふれあいセンター横を流れ
る用水路の清掃活動を行いました。
　これは、10 月１日が“浄化槽の日”で浄
化槽の適正設置により、「浄化槽できれいに
して自然にかえす」試みの一環として実施さ
れました。
　雑草やペットボトルなどの除去により水路
もきれいになりました。
　生活排水で河川・湖沼の汚濁や地下水の汚
染をしないよう心がけましょう。

　川内川河川工事に伴い、今年５月から大口
下殿下鶴遺跡の発掘調査が始まっています。
　今回、下鶴遺跡で弥生時代中期前半（約
2200 年前）と思われる銅戈（どうか）が、
発掘されました。
　銅戈の出土は、現時点で県内初はもちろん
日本列島でも最南端の出土例となります。
　この銅戈は、墓の跡と見られる土坑から出
土しまだ未発掘の土坑もありますので、これ
からも出土するかもしれません。

日本列島最南端の出土！

　11 月 23 日、菱刈環境改善センターで「マ
イクプライスと楽しくスイング」と題して、
菱刈中学校、大口高校、ウインド・ジャズ・
オーケストラと世界で活躍するマイク・プラ
イス・ジャズ・クインテットの演奏会があり
ました。
　10 月の中旬にマイク・プライス氏の指導
を受けた各団体は、「とても良い経験ができ
た」と皆さん喜んでいました。
　また、プロの演奏に訪れた観客も一時の時
間を忘れて聴き入っていました。
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ジェット機清掃

日本獣医師会長表彰を受章

　11 月４日、二木俊至さん（築地中）から
モザイクタイルで描かれた伊佐市章の寄贈が
行われました。
　鮮やかな３色の市章の下に書かれた“伊佐
市”の文字は、大地をイメージした色で表現
されたそうで、文字は映画「半次郎」と同様
に榎木孝明さんに左手で書いていただいたそ
うです。
　大口ふれあいセンターに置かせていただき
ます。ありがとうございました。

　伊佐市大口針持の大浦世記さん（田原）が、
獣医師として長年、地域社会の発展にご尽力
された功績が認められ、日本獣医師会会長表
彰を受章されました。おめでとうございます。

　９月 12 日、隊友会伊佐支部（江口邦男支
部長）の皆さんにより、伊佐市陸上競技場入
口に展示してある航空自衛隊ジェット練習機
と周辺敷地のボランティア清掃作業が行われ
ました。
　早朝から、ブラシや雑巾を使った機体の汚
れ落としや敷地の草払いを行い、２時間程で
大変きれいになりました。

伊佐市章寄贈

全国障害者スポーツ大会で入賞

　10 月 10 日から新潟県で行なわれた第９回全国障
害者スポーツ大会に、知的障害者更正施設「大口園」
作業員補助の井ノ尻大輔さんが青年の部で出場され、
走り高跳びで２位（１ｍ 30 ｃｍ）、１００ｍ走で３
位（13 秒 59）という好成績を残されました。今後
の更なるご活躍を期待しています。

　長年にわたり
行政相談委員と
して市民の問題
解決に尽力され
た功績が認めら
れ、若松吉美さ
ん（中戸切）が
総務大臣から表
彰されました。
おめでとうござ
います。

総務大臣表彰
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北薩ブロックジュニアリーダー・高校生クラブ交流会

文部科学大臣表彰受章

　10 月 25 日、菱刈環境改善センターで川薩・出水・伊
佐地区のジュニア・リーダークラブ及び高校生クラブの
交流会が開催され、中・高生 64 人が参加しました。
　交流会の企画・進行を務める各地区代表 15 人の実行
委員は、前日から会場に集まり、今大会のプログラム検
討や当日の準備を行いました。
　参加した中・高生は、日頃のボランティアなどの活動
事例を発表して交流を深めました。

　鹿児島県警から故大保一郎医師へ県警本部
長感謝状が贈られ、10 月 29 日伊佐警察署で
妻大保ミチ子さんへの伝達式がありました。
　大保医師は、昭和 27 年赤十字羽月診療所
に赴任以来、警察署の要請を受け検視に従事
され、警察嘱託医も 22 年間務められました。

　10 月３日、伊佐市シルバー人材センター
の会員 60 人により、湯之尾滝ガラッパ公園
の草払い・樹木の剪定の作業をしていただき
ました。ありがとうございました。
　きれいになった湯之尾滝ガラッパ公園でガ
ラッパ像を見ながら散策はいかがでしょうか。

　長年の教育振興・生涯スポーツ振興に対する功績が認められ、次の方々が平成 21 年度文部
科学大臣表彰を受章されました。おめでとうございます。

坂元克子さん（荒瀬）
生涯スポーツ功労者表彰

大口クラブ（女子バレーボール・満田弘二代表）
生涯スポーツ優良団体表彰

若松修身さん（西本町）
地方教育行政功労者表彰

大保医師に感謝状 ボランティアで公園の清掃
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私
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コ
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ニ
ケ
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と
い
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、「
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ョ
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「
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。
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ョ
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。
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。
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ョ
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。
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あ
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懸
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私たちの学校生活

Our School Life!

　
伊
佐
市
の
南
西
、
標
高
２
４
０
ｍ
に
位
置
す
る
、

美
し
い
花
と
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
羽
月
西
小
学
校
。

明
治
44
年
（
１
９
１
１
年
）
５
月
16
日
に
田
代
尋
常

小
学
校
の
新
築
校
舎
へ
の
移
転
を
機
に
、
こ
の
日
を

創
立
記
念
日
と
定
め
ま
し
た
。
今
年
で
98
年
目
を
迎

え
、
現
在
21
人
（
男
子
８
人
、
女
子
13
人
）
の
児
童

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
郷
土
を
知
り
、
豊
か
な
心
を
育
む
活
動
と
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
る
田
植
え
・
稲
刈
り
・
脱
穀
、

地
域
の
大
先
輩
の
指
導
に
よ
る
棒
踊
り
の
伝
承
、
安

全
見
守
り
隊
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
交
流
に

よ
る
地
域
の
清
掃
活
動
等
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
棒
踊
り
は
、
毎
年
校
区
文
化
祭
で
５
・
６
年

生
が
披
露
し
ま
す
。
は
ち
ま
き
に
浴
衣
、
飾
り
の
帯

を
身
に
つ
け
、
わ
ら
じ
を
履
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、

三
尺
棒
を
持
ち
、
踊
る
姿
は
と
て
も
勇
壮
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
『
文
部
科
学
省
「
小
学
校
外

国
語
活
動
実
践
研
究
事
業
」
実
践
校
』
の
指
定
を
受

け
、
物
お
じ
せ
ず
、
周
り
の
人
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
す
る
児
童
を
育
て
る
た

め
、指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
・
保
護
者
そ
し
て
地
域
が
一
体
と
な
り
、
一

人
ひ
と
り
の
児
童
に
目
が
行
き
届
く
羽
月
西
小
学
校

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「おはようございます」正門を通る子どもたち
の元気なあいさつで、羽月西小の一日はスタート
します。平成 23 年 5 月に、創立 100 周年を迎え
る本校は、棒踊りの伝承や米づくり、安全見守り
隊の活動等、地域とのつながりを大切にした教育
を進めてきています。今後も『地域とともに　輝
く子どもたち』を指標にしながら、外国語活動の
研究等、新しい分野にもチャレンジしていきます。

羽月西小学校

▲羽月西小学校全校生徒

共
に
学
び
、
共
に
遊
び
、
明
日
に
伸
び
ゆ
く

羽月西小学校
　榎田　隆　校長

学校長から一言
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

　
乳
が
ん
に
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
自
分
で
も
見
つ
け
ら
れ
る
が
ん

で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
、
月
に
１
回
乳

が
ん
の
自
己
検
診
を
、
年
に
１
回
定
期
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

鏡
の
前
で
目
で
チ
ェ
ッ
ク
！

お
風
呂
に
入
る
前
に
、
入
っ
た
後
に
。
体
重

計
に
乗
る
前
に
、
乗
っ
た
後
に
♪

　
鏡
の
前
に
立
ち
、
両
手
を
上
げ
た
り
下
げ

た
り
、
上
半
身
左
右
に
ひ
ね
っ
た
り
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
左
右
の
乳
房
の
形
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

　
か
？

○
皮
膚
に
え
く
ぼ
や
ひ
き
つ
れ
は
あ
り
ま
せ

　
ん
か
？

○
乳
頭
が
へ
こ
ん
だ
り
、
た
だ
れ
た
り
し
て

　
い
ま
せ
ん
か
？

お
風
呂
場
で
さ
わ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
！

い
い
湯
だ
な
♪
つ
い
で
に
乳
房
も
確
認
。

　
せ
っ
け
ん
を
つ
け
、
指
の
腹
で
静
か
に
乳

毎月１回は
乳がんの自己検診

房
を
圧
迫
し
な
が
ら
、
く
ま
な
く
ゆ
っ
く
り

と
す
べ
ら
せ
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。

○
乳
房
に
大
豆
粒
み
た
い
な
し
こ
り
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
？

○
わ
き
の
下
に
し
こ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

横
に
な
っ
て
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
！

①
仰
向
け
に
な
っ
て
、
調
べ
る
胸
側
の
腕
を

　
上
に
上
げ
ま
す
。（ 

肩
の
下
に
薄
い
枕
や

　
座
布
団
を
敷
く
と
調

　
べ
や
す
い
）

②
反
対
側
の
４
本
の
指

　
の
腹
で
、
軽
く
圧
迫

　
し
な
が
ら
乳
房
を
す

　
べ
ら
せ
、
乳
房
、
わ

　
き
の
下
に
し
こ
り
は

　
な
い
か
調
べ
ま
す
。

忘
れ
ず
に
チ
ェ
ッ
ク
！
　

乳
頭
を
確
認

　
乳
頭
の
形
が
変
形
し
た
り
、
お
乳
を
搾
る

よ
う
に
つ
ま
む
と
血
液
の
混
じ
っ
た
分
泌
物

が
出
て
き
ま
せ
ん

か
？

わ
き
の
下
を
確
認

　
わ
き
の
下
に
し

こ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
自
己
検
診
は
、

生
理
が
終
わ
っ
て

約
１
週
間
後
の
、
は
り
や
痛
み
が
な
い
乳
房

の
柔
ら
か
い
と
き
に
行
い
ま
す
。

　
自
己
検
診
で
異
変
に
気
づ
い
た
ら
専
門
の

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
し
こ
り
が

見
つ
か
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
良
性
の
も
の

で
す
。
心
配
し
す
ぎ
な
い
で
ま
ず
は
受
診
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に
対

し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
が

ん
及
び
乳
が
ん
検
診
）
の
検
診
費
用
が
無
料

に
な
る
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を

送
付
し
ま
し
た
。

　「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
に
は
有
効

期
限
（
平
成
22
年
１
月
31
日
ま
で
）
が
あ

り
ま
す
の
で「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
期
限
内
に
指
定
の
医
療

機
関
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
　

Ｐｉｎｋ
Ｒｉｂｂｏｎ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【12 月の休館日】
12 月 ７日（月） ・14 日（月）・21 日（月）・
         28 日（月）～ 31 日（木）

【イベント情報】

クリスマスおはなし会
日時　12 月 12 日（土）10 時～ 11 時
場所　菱刈ふるさといきがいセンター和室
内容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」さんによ
　　　る楽しいおはなし、クリスマスソングの合唱など。
ふれあいメルヘンひろば
日時　12 月 26 日（土）　10:30 ～ 11:00
場所　大口図書館

【　児　童　】
絵で見るおふろの歴史 菊地ひと美
ハーブガーデン 草野たき
なんてすてきな日 アンドレ・ダーハン
リキシャ★ガール ミタリ・パーキンス
かしこいモリー エロール・ル・カイン

【　一　般　】
Ａｎｏｔｈｅｒ 綾辻行人
誰かと暮らすということ 伊藤たかみ
千里伝 仁木英之
レモンタルト 長野まゆみ
カデナ 池澤夏樹
聖徳太子の密使 平岩弓枝

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【図書館へ献本】
永山保雄さん（尾之上）  　　
新東晃一さん（姶良町）
下口三郎さん（八坂町）　　  
二反田惠美子さん（園田）
西賢一さん（菱刈本町）           
宮原望子さん（大口上ノ馬場）

【おすすめの一冊】
「作家の使命私の戦後」　山崎豊子
　戦後という時代の節目節目で、作家は何を考え、
何を取材し、何を書こうとしたのか。戦争３部作
「不毛地帯」「二つの祖国」「大地の子」をはじめ、
「沈まぬ太陽」「運命の人」について、その執筆秘
話を明かす。　
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

12
月
３
日
～
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」

　
障
害
者
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
が
よ
り
身
近
な
問

　
12
月
は
医
療
費
助
成
の
申
請
締
切
り
を
12

月
18
日
（
金
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
障
害
者
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
６

12
月
９
日
は
「
障
害
者
の
日
」

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
申

請
日
変
更
に
つ
い
て

募
　
集

　
平
成
22
年
4
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希

望
さ
れ
る
人
の
、
意
向
調
査
の
た
め
の
申
込

事
前
受
付
を
行
い
ま
す
。
新
規
入
所
希
望
の

人
、
及
び
継
続
し
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人

と
も
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
12
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

申
込
場
所
　

　
市
内
各
保
育
所
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

（
大
口
庁
舎
）、市
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

保
育
園
入
所
希
望
調
査

提
出
す
る
も
の

▽
新
規
入
所
ま
た
は
保
育
所
変
更
児
童
　

　
保
育
所
入
所
申
込
書
（
大
口
庁
舎
は
福
祉

事
務
所
、
菱
刈
庁
舎
は
地
域
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。）

▽
継
続
入
所
児
童

　
保
育
所
継
続
入
所
申
込
書
（
後
日
保
育
所

を
通
じ
て
配
布
が
あ
り
ま
す
。）

入
所
基
準
　

　
次
の
理
由
に
よ
り
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
入
所
で
き
ま
す
。

○
保
護
者
が
家
庭
内
外
で
労
働（
家
事
以
外
）

　
を
し
て
い
る
。

○
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い
こ
と
。

○
保
護
者
が
疾
病
等
の
と
き
、
ま
た
は
親
族

　
の
介
護
を
し
て
い
る
。

○
災
害
等
で
保
育
が
で
き
な
い
。

選
考
基
準

　
継
続
入
所
児
童
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
き
ょ

う
だ
い
の
入
所
、
障
害
児
を
優
先
し
て
入
所

を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
人
数
調
整
等
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
今
回
の
申
込
受
付
は
、
保
育
意
向
調
査
が

主
な
目
的
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
改
め
て
来
年
の
１
月
に
聞
き
取
り
調
査
と

必
要
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、就
労
証
明
書
等
）

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
保
育
所
の
定
員

大
口
保
育
園
　
　
　
　
　
60
人
　
　
　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
募
集

募
集
人
員
　
１
人

応
募
資
格

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

　
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

年
　
　
齢
　

　
昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

欠
格
条
件

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
あ
る
い

　
は
被
補
助
人

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

　
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け

　
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

業
務
内
容

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
係
る
業
務

○
他
の
介
護
支
援
専
門
員
に
対
す
る
助
言
・

　
指
導
な
ど
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
適
切
か

　
つ
円
滑
に
提
供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
業

　
務

○
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
職
務

雇
用
開
始
　
平
成
22
年
４
月
１
日

勤
務
時
間
　
９
時
～
17
時

※
た
だ
し
、
業
務
に
よ
っ
て
は
時
間
帯
の
変

　
更
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
日
数
　
原
則
と
し
て
月
18
日

休
　
　
暇
　
別
に
定
め
る
。

社
会
保
障
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　
　
　
　
　
保
険
に
加
入

待
　
　
遇
　
伊
佐
市
非
常
勤
職
員

選
考
方
法
　
面
接

日
　
　
時
　

　
平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）
９
時
～

会
　
　
場
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
会
議
室

応
募
手
続
　

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
受
付
期
間
内
に
市
総
務
課
職

員
係
（
大
口
庁
舎
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
12
月
７
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
２

大
口
里
保
育
園
　
　
　
　
60
人

明
徳
寺
保
育
所
　
　
　
　
60
人

山
野
保
育
園
　
　
　
　
　
60
人

羽
月
保
育
園
　
　
　
　
　
90
人

あ
ゆ
み
保
育
園
　
　
　
　
60
人

み
ど
り
保
育
園
　
　
　
　
150
人

紅
洋
保
育
園
　
　
　
　
　
45
人

慈
光
保
育
園
　
　
　
　
　
45
人

ひ
し
か
り
保
育
園
　
　
　
45
人

湯
之
尾
保
育
園
　
　
　
　
45
人

本
城
保
育
園
　
　
　
　
　
40
人

田
中
保
育
所
（
公
立
）  

　 

60
人

徳
辺
保
育
所
（
公
立
）  

　 

30
人

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
２
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12
月
４
日
（
金
）
～
10
日
（
木
）　

　
人
権
や
差
別
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し

ょ
う
。

人
権
週
間
の
強
調
事
項

○
女
性
・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

第
61
回
人
権
週
間

　
年
末
は
、
し
尿
の
汲
み
取
り
が
殺
到
し
、

衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
が
集
中
す
る
た
め
、

早
め
の
予
約
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
計
画

収
集
の
人
は
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
予
約
申
込
は
受
け

　
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

予
約
申
込
先

㈱
大
口
伊
佐
清
掃
社
　
　
　
☎
�
３
１
３
１

伊
佐
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
願
い

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

　
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

　
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

　
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

　
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

　
は
や
め
よ
う

人
権
作
文
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
・
菱
刈

期
　
　
日
　
12
月
６
日
（
日
）

時
　
　
間
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
※
受
付
９
時
～

会
　
　
場

　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

特
設
人
権
相
談

　
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
菱
刈
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ま
ご
し

　
館
）

　
日
　
時
　
12
月
８
日
（
火
）
10
時
～
15
時

◇
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
第
４
会
議
室

　
日
　
時
　
12
月
11
日
（
金
）
10
時
～
15
時

伊
佐
市
の
人
権
擁
護
委
員

▽
若
松
吉
美
（
大
口
）　
　  

☎
�
０
０
４
７

▽
新
屋
敷
紀
念
（
大
口
東
）
☎
�
８
５
２
４

▽
田
代
伊
津
子
（
大
口
）      

☎
�
４
３
９
８

▽
神
野
政
秀
（
大
口
東
）　  

☎
�
７
３
８
１

▽
松
下
竹
二
郎
（
本
城
）　  

☎
�
３
０
３
６

▽
向
江
知
恵
子
（
南
永
）      

☎
�
３
９
５
１

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
市
民
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
２

題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
の

よ
り
一
層
の
認
識
と
共
感
を
高
め
、
今
後
の

障
害
者
福
祉
推
進
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

○
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
利
用
に
つ

　
い
て

○
障
害
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
デ
イ

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

○
更
生
医
療
の
給
付
（
心
臓
手
術
な
ど
に
活

　
用
で
き
ま
す
）

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
給
付
（
身

　
体
障
害
者
１
級
・
２
級
保
持
者
・
療
育
手

　
帳
Ａ
保
持
者
の
医
療
費
助
成
制
度
）

○
身
体
障
害
者
・
児
へ
の
補
装
具
の
交
付（
下

　
肢
装
具
や
車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
）

○
Ｊ
Ｒ
運
賃
・
有
料
道
路
料
金
・
携
帯
電
話

　
等
の
割
引
な
ど

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
思
う
人
は
、

市
福
祉
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
障
害
者
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
５

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
収

集
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
12
月
９
日
（
水
）
８
時
～
15
時

収
集
処
分
場
所

伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１
―
７
３

㈱
三
宝
保
全
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　
農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
・
ト

ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料
ラ
ッ
ピ
ン
グ
用

フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
等

処
分
料
金
　

1
㎥
当
り
２
、３
０
０
円

産
業
廃
棄
物
税
　
１
ｔ
当
り
１
、０
０
０
円

経
費
負
担
割
合

　
排
出
業
者
（
農
家
）・
市
・
農
協
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１

そ
の
他

▽
助
成
金
は
後
日
清
算
し
ま
す
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

に
つ
い
て

▽
処
分
場
に
搬
入
す
る
際
は
、
処
分
料
金
と

　
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
搬
入
物
の
検
査
、
量
の
確
認
を
当
協
議
会

　
で
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
を
搬
入
す

　
る
場
合
、
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え

　
付
け
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
（
伊
佐
農
業
協
同
組
合
経

済
課
駅
前
配
送
）　
　
　
　   

☎
�
０
２
２
６

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
12
月
15
日
（
火
）
13
時
30
分
～

場
　
　
所
　
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー
大
口
事
務
所

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
説
明
会
！
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伊佐市からのお知らせ

床・壁・天井・水廻り等お部屋の修繕・リフォームはお電話ください。 

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

タケシタの家造り 検索きもちのいい部屋で
新年を迎えましょう。 ※写真は床の張替え状況です。

広告

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
い
さ
11
月
15
日
号
３
ペ
ー
ジ
掲

載
の
『
平
成
21
年
度
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

タ
』（
12
月
６
日
開
催
）
は
、
開
催
場

所
が
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
菱

刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

期
　
　
日
　
12
月
12
日
（
土
）

時
　
　
間
　
11
時
30
分
～
12
時
30
分

場
　
　
所
　
本
校
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　
○
学
校
の
教
育
方
針

　
　
　
　
　
○
平
成
22
年
度
入
試
に
つ
い
て

そ
の
他

　
９
時
～
11
時
20
分
の
学
校
ク
リ
ス
マ
ス
に

も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
事
業
の
運
営
経
費
は
、
ご
利
用
い
た

だ
い
た
水
道
料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
水
道

料
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
支
払
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各
金
融
機
関
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
も
だ
ん
だ
ん
と
厳
し
く
な

り
ま
す
。
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
水
道
管
保
護
対
策
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２

水
道
施
設
の
新
設
・
修
繕
の
問
い
合
わ
せ
先

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー☎

�
２
８
７
０

大
口
明
光
学
園
学
校
説
明
会

市
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
社
会
保
険
料
控
除
で
使
用
す
る
国
民
健
康

保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
支
払
済
額
の
証
明
書
（
普
通
徴
収

の
み
）
を
発
行
し
ま
す
。

　
必
要
な
人
は
市
役
所
（
大
口
庁
舎
税
務
課

窓
口
ま
た
は
菱
刈
庁
舎
市
民
税
務
課
窓
口
）

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

皆
さ
ま
へ

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
（
遊
び
・
学
習
・
安
全
確
保
）

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
教
職
員
経
験
者
や
興
味
の
あ
る
人

は
、
申
し
込
み
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
12
月
10
日
（
木
）
10
時
～

場
　
　
所
　
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー
大
口
事
務
所

対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

小
学
生
放
課
後
子
ど
も
教
室
説
明
会

※
「
普
通
徴
収
」
と
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

　
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

　
い
い
ま
す
。

必
要
な
も
の

○
申
請
書
（
各
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

○
印
鑑
（
認
印
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

　
が
必
要
で
す
。）

※
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
は
、
本
人
確
認
の
出

　
来
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
７
・
１
１
８
８

　
労
働
力
調
査
は
、
わ
が
国
の
失
業
率
や
雇

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調

査
で
、
総
務
省
統
計
局
が
都
道
府
県
を
通
じ

て
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の
15

歳
以
上
の
人
で
す
。
統
計
調
査
員
が
伺
っ
た

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働
統
計
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
４
８
２

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
口
明
光
学
園
　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９

　
11
月
15
日
か
ら
来
年
３
月
15
日
ま
で
、
狩

狩
猟
に
伴
う
事
故
防
止
に
つ
い
て

猟
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
山
林
内
で
仕
事

な
ど
さ
れ
る
場
合
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
大
口
支
所
農
林

普
及
課
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
１
３
２

市
林
務
課
林
政
係☎

�
１
３
１
１
○内

   

２
１
３
３
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誕
　
生

 

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

川
越
　
琉る

か華
（
華
衣
・
山
野
仲
町
）

南
　
小こ
う
め梅
（
孝
委
・
花
北
上
）

丸
田
　
煌き
ら

（
文
男
・
湯
之
尾
新
町
）

丸
山
　
美み
づ
き月
（
純
男
・
朝
日
団
地
）

市
来
　
七な
な
ね音
（
真
行
・
重
留
東
）

石
神
　
愛あ
い
り理
（
正
憲
・
忠
元
）

松
元
　
あ
か
り
（
祐
一
・
八
坂
町
）

田
島
　
充み
つ
き絆
（
一
誠
・
戸
切
）

長
岡
　
修
し
ゅ
う
へ
い平
（
秀
光
・
小
木
原
東
）

井
之
上
　
大や
ま
と和
（
和
明
・
駅
前
）

近
縄
　
昊そ
ら

（
隆
志
・
朝
日
団
地
東
）

原
田
　
慶け
い
じ治
（
大
樹
・
町
舟
津
田
上
）

甲
斐
　
真ま
ひ
ろ紘
（
洋
充
・
大
島
南
）

熊
ケ
迫
　
海み
さ
と里
（
純
一
・
田
代
）

下
境
田
　
咲さ
あ
や彩
（
和
輝
・
戸
切
）

北
原
　
一い
っ
さ瑳
（
卓
・
駅
前
）

淵
脇
　
蓮れ
ん
り栞
（
大
輔
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

大
山
口
　
ト
メ
　
　
93
　（
大
田
）

村
田
　
フ
ク
エ
　
　
95
　（
山
ノ
口
）

広
盛
　
友
一
　
　
　
86
　（
国
ノ
十
）

増
元
　
雪
安
　
　
　
92
　（
仲
町
）

坂
口
　
繁
　
　
　
　
90
　（
牛
尾
）

橋
口
　
義
秋
　
　
　
94    （
諏
訪
馬
場
）

小
山
　
タ
ミ
子
　
　
79
　（
多
々
良
石
）

有
下
　
タ
ケ
ノ
　
　
91
　（
陣
之
尾
）

竹
下
　
ツ
タ
　
　
　
101
　（
下
青
木
）

山
内
　
美
知
子
　
　
60
　（
上
町
）

山
野
地
区

新
留
　
求
　
　
　
　
81
　（
向
江
）

内
山
　
ヨ
ウ
子
　
　
77
　（
下
之
馬
場
）

前
田
　
美
津
子
　
　
51
　（
井
立
田
）

緒
方
　
ア
サ
子
　
　
91
　（
尾
之
上
）

南
薗
　
キ
ミ
子
　
　
75
　（
小
木
原
東
）

羽
月
地
区

安
樂
　
タ
カ
　
　
　
93
　（
金
波
田
上
）

松
田
　
マ
サ
エ
　
　
92
　（
金
波
田
上
）

向
江
　
澄
雄
　
　
　
80
　（
金
波
田
下
）

前
田
　
喜
怡
子
　
　
91
　（
並
木
）

溝
口
　
丈
夫
　
　
　
72
　（
田
代
）

藻
原
　
ア
サ
ノ
　
　
93
　（
山
之
口
）

西
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野
々
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菱
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夫
　
　
　
85
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）
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下
）
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輝
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　（
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上
）
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熊
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本
城
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）
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憲
　
　
　
74
　（
山
田
中
原
）

１２月１日パソコン教室を開校！
随時生徒募集中です !!

◆事業内容
 ・パソコン POS システムの開発販売
 ・ホームページ作成
 ・業務ソフトの開発（販売、会計、行政向け等）
※詳細はお気軽にお問い合わせ下さい。

伊佐営業所　担当：村上 宏和
住所：伊佐市大口里1967-2 TEL  0995-22-0080

※伊佐市出身の IT 技術者募集 !!

E-mai:murakami@ml.stlabj.co.jp  URL:http://www.stlabj.co.jp/

IT 技術に興味のある方、お待ちしています。
IT 業界で働きたい方、プログラム開発経験のある方、
お気軽にご連絡ください。募集は随時行っております。

エス・テー・ラボ株式会社

広告

有村ｸﾘﾆｯｸ

大口薬局

岩切商店

釣りランド

セブンプラザ
+

◎ 伊佐市役所

エス・テー・ラボ

【
今
月
の
表
紙
】

曽
木
発
電
所
遺
構

　
今
年
建
築
１
０
０
年
を
迎
え
た
曽
木

第
２
発
電
所
遺
構
で
す
。

　
国
土
交
通
省
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た

ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
か
ら
の
眺
め
で
す
。

　
発
電
所
内
部
も
整
備
さ
れ
今
後
、
曽

木
大
橋
（
仮
称
）
の
完
成
に
伴
い
、
曽

木
の
滝
公
園
・
曽
木
大
橋
・
曽
木
発
電

所
遺
構
と
廻
る
遊
歩
道
が
出
来
る
予
定

が
あ
り
ま
す
。
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人口のうごき

H21.11. １現在（前月比）

総人口　30,610人　  （－   38）
　男　　14,097人　  （－   18）
　女　　16,513人　  （－   20）
世帯数　14,410 世帯（－     8）

◆ ◆

　
11
月
下
旬
ま
で
大
口
白
木
の
国
道

沿
い
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
プ
ラ
ン

タ
ー
の
サ
ル
ビ
ア
も
真
っ
赤
な
花
を

つ
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
暖
か
い
日
が
続
き

〝
２
０
０
９
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
〞

や
〝
も
み
じ
祭
り
〞
も
大
変
良
い
天

気
に
恵
ま
れ
上
着
を
一
枚
脱
ぐ
よ
う

な
陽
気
で
し
た
が
、
師
走
に
向
か
い

だ
ん
だ
ん
伊
佐
ら
し
い
寒
い
日
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
い
ま
す
。
手
洗
い
・
う
が

い
を
行
い
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
元
気
に
新
し
い
年
に
〝
寅ト
ラ

イ
〞
し

ま
し
ょ
う
。
　

　バレエをより身近に感じ、大きな感動がえられる公演をご鑑賞ください。
公演日時　平成 22年３月 28 日（日）
　　　　　開　場：14時 30 分　プレトーク（解説）：15時　開演：15時 30 分
料　　金　大　人：1,000 円　全席自由（当日は 300 円増し）
　　　　　子ども：無料（３歳以上中学生まで別途入場券が必要です。入場券はチケット販売所で
　　　　　　　　　　　　お求めください。）
チケット販売日　12 月１日（火）10時～
チケット販売所　○伊佐市文化会館　　　　　　　○大口ふれあいセンター
　　　　　　　　○市地域総務課（菱刈庁舎）　　  ○オニツカ
　　　　　　　　○髙松レコード店　　　　　　　○マツモト写真館
　　　　　　　　○ニシムタ　　　　　　　　　　○リリーズ
　　　　　　　　○南九州ファミリーマート　　　○チケットぴあ（Ｐコード　３９９－５６１）
問い合わせ先　伊佐市文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉒６３２０

～かごしまバレエフェスタ・県バレエ協会伊佐市公演～

Ｇｉｓｅｌｌｅ　ジゼル

鹿児島県鹿児島県

☎県内統一＃８０００

電話相談電話相談電話相談小児救急小児救急小児救急

相談時間 毎日・夜間午後７時～午後 11 時

相  談  員 看護師

但し、ダイヤル回線電話、光電話及び IP電話からの使用不可。

 ダイヤル回線などからは

☎ 099-254-1186

鹿児島県最低賃金が
時間額６３０     円 に !!

必ずチェック  最低賃金！

　鹿児島県最低賃金が 10 月 14 日より時間
額６３０円に改正されました。県下のすべて
の労働者に適用されます。ただし、別に定め
る特定（産業別）最低賃金の産業に該当する
場合は、当該最低賃金も適用されます。
問い合わせ先　鹿児島労働局　　　

☎０９９・２２３・８２７８
使用者も
労働者も




